
 

 

山口大学教育学部附属山口小学校（以下、「山大附属小」といいます。）より依頼を受け、

平成２０年１２月から平成２１年３月までの間に計４回、山口県景観アドバイザーの金子

さんの御協力のもと、総合学習の時間を活用した景観学習を実施しました。山大附属小か

らは、昨年も御依頼をいただいて景観学習を実施しており、２回目の開催となります。 

景観学習の内容は、次の三つのステップで行いました。 

１．五感よる景観の感じ方、探し方を説明して生徒達に実際に景観探しをしてもらう。 

２．生徒達が見付けた景観をマップにまとめる。 

３．見付けた景観を保護者に紹介するウォークラリーを開催する。 

 ウォークラリーには、大勢の保護者や教育実習生が参加し、大変盛況でした。 

生徒達が見つけた景観は、子どもならではのものであり、大人達が普段見落としがちな

景観、気付きにくい景観が多くありました。 

生徒達が五感を使って探した亀山公園周辺の景観を、どうぞ御覧ください。 

 

▽実施年月日 

第 1回目：平成２０年１２月９日（火曜日） 

第 2回目：平成２１年１月２９日（木曜日） 

第 3回目：平成２１年２月２０日（金曜日） 

第 4回目：平成２１年３月４日（水曜日） 

 

▽景観学習の内容 

●第１回目平成２０年１２月９日（火曜日） 

１．山口県内の良好な景観の紹介、五感による景観の感じ方の説明、身近な景観の大切さ

をテーマとした寸劇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．校内で景観探し＆五感シートにまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 各班で五感の担当を決

め、”すきな景観”と”きら

いな景観”を探しました。

校内を走り回った生徒達、

どんな景観を見つけてき

たのでしょう？ 



●第２回目：平成２１年１月２９日（木曜日） 

１．亀山周辺で五感を使った景観探し（春日山冒険隊、亀山冒険隊、パークロード冒険隊、

住宅地冒険隊、サビエル冒険隊の５班に分かれて亀山周辺を探索） 

「１．気持ちいい景観・好きな景観、２．五感の景観、３．季節の景観、４．遠くの景

観・近くの景観、５．おもしろい景観・ふしぎな景観」、以上五つの見方で景観を探し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．景観マップづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

みんなで作業し・・・ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ザビエル冒険隊 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パークロード冒険隊 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀山冒険隊 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅地冒険隊 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日山冒険隊 

 



●第３回目：平成２１年２月２０日（金曜日） 

ウォークラリーに向け、生徒達が見つけて選んだ景観やそのプレゼンテーションについ

て、景観アドバイザー金子さん達からアドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ああしよう、こうしよう。」 

プレゼンテーションの方法をみんなで考えました。 

 

●第４回目：平成２１年３月４日（水曜日） 

生徒達によるウォークラリーを開催！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀山周辺の２０箇所のチェックポイントで生徒達が見つけた景観を披露しました。 

多数の保護者が参加され、大盛況でした！ 

  

 

  

 



～担任の伊藤先生の感想～ 

 

 今回、景観アドバイザーの方や県の方々と景観をテーマに学習をしました。  

 きっかけは、昨年の附属山口小学校の 5 年生が取り組んだものを見て、もっと子どもの

身近な景観を対象にすると面白いのではないかと考えたからです。 

 

 まず、景観の学習を進めるにあたって、県の方々とどのような学習ができるか話し合い

ました。 

 その中で、子どもたちが毎日生活している附属山口小学校は亀山が近くにあり、亀山周

辺であれば様々な景観があり、学習の対象としては面白いだろうということになりました。 

 そして、学習の終わりには子どもたちが見付けた景観をもとに、保護者対象にして「亀

山周辺景観ウォークラリー」を開催することにしました。 

 

 合計すると、景観アドバイザーの方と県の方々に 5 回も学校に来ていただき、子どもた

ちと一緒に景観学習を進めていただきました。 

 1 回目は「附属小学校内で景観探し」、2 回目は「亀山周辺の景観探し＆景観マップづく

り」（一日がかりで給食も一緒に食べていただきました。）、3回目は「子どもたちがつくっ

た景観クイズに対するアドバイス」、4回目は「亀山周辺景観ウォークラリー当日」、5回目

は「お礼の会」でした。 

 

 12月から 3月まで 4ヶ月に渡って学習が行われました。  

 寒い日もありましたが、子どもたちは真剣に、一生懸命に、また、楽しんで景観を見付

け、ウォークラリーを開催することができました。 

 実際には、「顔に見える家の壁」「サビエルの教会の鐘の音」「禁止マーク」「毛利家の家

紋」「数字に見立てた石垣」など、様々なチェックポイントができあがりました。 

 保護者も子どもたちも心から景観を楽しむ時間となりました。  

 

 学習の終わりには「普通に歩いているときや下校の時にも、耳を澄ませたり、周りの音

を聴いてみたりしようと思います」という感想もありました。 

 この学習を通して子どもたちは、「景観は身近にあること」、「景観は五感で感じること」、

「見方を変えると面白い景観に出会えること」など沢山のことを本気で学び、また、実感

していました。 

 今回、景観アドバイザーの方や県の方々と景観について学んだことで、これから生活し

ていく中で景観を楽しんでいく子どもたちを育むことができたと実感しています。 

 お忙しい中 5 回も学校に来ていただきました景観アドバイザーの方や県の方々に感謝す

るばかりの学習でした。 

 

山口大学教育学部附属山口小学校 5年 1組 担任 伊藤 幹哲  

 

 


